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1．在来構法の意味するもの

1－1　多彩な伝統的構法

　現存する日本の古代の木造建築は，世界で最古の法隆

寺を初めとするいくつかの遺構によって，千年を超える

耐久力を持つことが実証されており，又，近代の木造建

築は，書院，すきや，という型式で庶民的拡がりを見せ，

とぎすまされた加工技術で格調高い街並を日本国内の

津々浦々に普及させた。そして又，伝統的構法の流れを

汲む現代の木造住宅は，第二次大戦後の住宅不足の中で，

安価な庶民住宅を大量に供給する強大な生産力を持ち，

年間，180万戸という古今未曾有の住宅生産記録を達成し

た時にも，その6割以上を負担した。

　このように日本の木造建築は，耐久力においても．，技

術力についても，又，生産力においても，世界の歴史の

中で特筆すべき成果をあげて来ているのである。だが言

うまでもなく此の三つの力は必ずしも共通のものの属性

ではない。それにもかかわらず日本の木造建築という概

括的表現が使われるときは，語る方も，聞く方も，やや

もすると，すべてを一つのものと思い込むことが多い。

そこに日本の木造建築を考える場合の間違い易さがあ

る。
　現代建築技術の主流は鉄筋コンクリニト造，鉄骨造，

鉄骨鉄筋コンクリート造等であって，木造は煉瓦等の組

積造とともに，限られた範囲で使われる一部分の技術に

なっている。しかも木造以外の技術はすべて明治以後外

国から導入された外未技術であるから，木造が日本在来

の技術として一括した見方をされるのは当然といえば当

然である。

　また，木造の中にも，最近急速に発展したプレハブ技

術等を区別すれば，残りは総てカーテンで仕切られた向

う側のものであるから，現代という視点から見れば時代

の霞が厚くなる程に，遠近感もにぷり，すべてが重なり

あって伝統的構法という一かたま‘）のものに見られるの

も無理からぬことである。

　しかし，言う迄も無く，現代の木造住宅は社寺建築程

の耐久性を持ち合わせないし，社寺建築も又今日の木造

住宅の様な生産性に対する知恵を持っていない。両者の

違いは時代の違い，技術レベルの違いを別に置くとして

も，尚根本的に異質なものである。

　近世の書院，すきやと，それらの流れをうけている近

世の民家は，時代的にもその他の点でも言わば此の中間

をつなぐものである。その意味で，現代の住宅と関連を

持つ点が多く，又社寺建築からの影響をうけている所も

多い。

　しかし，この近世の書院・すきや等と，それらの影響
　

言う迄もなく，今日の住宅の表情は，近世の民家が造り

出した街並になじみにくいものが多く近世の民家の造り

方は，もはやそのまゝでは現代の生産態勢になじみにく

いものになっている。

　此の両者の間には，時間的に技術的に連続性があると

しても使用する材料が違い，又それらを使う考え方に大

きな隔りのあることを否定することは出来ない。

1－2　在来構法とプレハブ

　所で，伝統的構法の流れを汲む現代の木造構法が，時

に「在来構法」と呼ばれることについては，誰でもが抵

抗を感じている。というのは，それこそが現代日本の木

造構法であって，特に在来という肩書をつけられるのは

迷惑至極な話だからである。だが現代のものにわざわざ

在来という肩書をつけるのには，それなりの理由がある

はずで，実はこれと対比する新しい構法が発生したから

に他ならない。それは，言う迄もなくプレハブである。

だから「在来構法」というのはプレハブでない構法とい

う意味なのである。

　ここでプレハブというのはプレファブPrefabrication

から来る日本語である。それを語の意味を厳密に解訳し

て「現場の組み立てを簡単にするため，あらかじめ部品

部材をまとめておくこと」という様に，理解すると，日

本の伝統的構法もプレファブといってよいことになる。

　実は，筆者は日本の伝統的構法の中にも，又その流れ

を汲む現代の木造在来構法の住宅の中にも，高度なプレ

ファブ技術を見出すのであり，（註1，註2）本稿もそこ

に重点の一つを置くつもりであるから，ここで在来構法

という名称を単にプレファブでないものξ定義すること

は好ましくない。
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　一方，所謂“プレハブ”といわれているものが，必ず

しも“現場で組み立てるだけ”というものばかりではな

く，結構現場で加工することの多いものがある。そこで，

所謂“プレハブ”というのは，語の意味を厳密に解釈す

るのではなく，伝統的構法との対比として理解すること

が多く「伝統的構法とは違ったもの」というのが一般に

つかわれる定義である。（註3）

註1　“早く造らなければならない城郭建築は－中略－規
　　格を統一した組立建築いわば16世紀のプレハブ建築だった
　　のである。”太田博太郎，城郭建築の発展，『日本文化史』五：
　　築摩書房1965）
註2　国内で育てられた技術1内田祥哉『わが国のプレハブ建築』
　　プレハブ建築協会20年史　1983
註3　プレノ・ブ
　　prefabricate．To　manufacture（sections　of　a　building　or
　　similar　structure）in　a　factory　or　yard　prior　to　their
　　assembly　on　a　site，esp．when　they　are　larger　or　more
　　comp1ex　than　those　considered　traditional（OxF0RD　ENG－
　　LIsH　DIcTI0NARY，Sup．m，1982．）
　プレハブという語の発祥である欧米の先進諸国の場合

は，プレハブと伝統的構法とは時代的には位置が違って

も構法の形態は連続した線上に連なっているのである。

とこれが日本の場合には，“プレハブ”と伝統的構法とが

連続した路線上に無い。ここに大きな違いがある。

　此の違いは，所謂“プレハブ”というものの理解のし

かたに根本的な違いのあることを示している。すなわち，

欧米先進諸国の場合には，“プレハブ”は伝統的構法をプ

レファブ化したものであって，所詮同じものであり，過

去の技術と現代の技術との違いといってよい。

　しかし日本の場合は，“プレハブ”という外未語を用い

ている語感と合せて，それは従来あったものとは異質な

者であるという認識がつよい。

　即ち，日本の場合には伝統的構法が如何に現代化され

ても，それは“プレハブ”であることは認識されない。

そこで，日本には所謂“プレハブ”とは別に，伝統的構

法を合理化し現代化し，プレファブ化した「在来構法」

と称するものが存在することになる。

　此の点を今少し具体的に説明すると，欧米のプレハブ

はその名の通り部品の大型化であって，それによって現

場での仕事を省くものである。例えば煉瓦よりは大きな

ブロックを用いるのがプレハブであり，又煉瓦をまとめ

て積み上げたり，大型パネルを造って積み上げるのが“プ

レハブ”である。又木造であれば2x4の様なプレカッ

トは既に伝統的構法とされているからそれをパネル化し

て現場に持ちこむのが“プレハブ”である。（図1）

　それに対して日本の構法は，江戸時代以来の木造建築

をどんなに合理化しても，それは“プレハブ”とは言わ

ない。例えば，竹小舞の下地が木擢がプラスターボード

になっても，又小巾板張りが大型の合板張りになったり，

天井ののね板が大型の合板になっても，更に現場に電動

工具が持ち込まれ揚重機械が持ち込まれたとしても，そ
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図1　欧州のプレファブは伝統的構法の部品を大形化
する所から始まる（作図　真鍋恒博）
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図2　現代日本の木造在来構法の位置づけ

れは在来構法であって“プレハブ”とは言わない。従っ

て日本の場合には，所謂“プレハブ”とは別にプレファ

ブ化を含めて現代化され工業化された伝統構法が“在来

構法”として並行することになる。此の認識が，日本と

欧米とで大きな違いを成す点である。
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　此の様に整理してみると，日本の伝統的構法の流れに

は現代化されない伝統的構法と現代化された伝統的構法

があり，それらを区別する必要上呼び名が生まれること

になる。そこで本稿では現代化された伝統的構法を“在

来構法”と呼び，現代化される以前の伝統的構法を単に

“伝統的構法”と呼ぷことにする。（図2）

1－3　在来構法と伝統的構法

　伝統的構法を現代化した日本の木造構法は，日本独得

の事情によってプレハブとは言わず外来構法としてのプ

レハブ構法と並列される形をとっている。それでは連続

的に変化して来た伝統的構法と在未構法との間は何を

持って区別できるのであろうか。即ち，在来構法は伝統

的構法のどの部分を断ち落とし，何をつけ加えているの

であろうか？

　既に述べたように，現代の在来構法は様々の新建材に

よっておびただしい量の建設労働力を吸収してきた。そ

の代表的なものはボード・シート類で，防水にはルーフィ

ング等のシート類が普及し，壁は合板，プラスターボー

ド，木毛セメント板等の普及によって従来の左官仕上げ

の労力を節約し，所謂，乾式構造化によって工期の短縮

が計られてきた。

　又，現場加工には，簡便な電動工具が発達し，これも

現場作業の省力化と未熟練労働者の就職を可能にしてき

た。その代表的な物は自動鋸，自動鉋等であり，小型の

揚重器も，トラックからの荷降ろしや上階への荷上げに

使われる様になった。

　日本における木造建築の，明治以前の架構の論理は主

として経験の蓄積で形成されて来たと考えられるが，明

治以降の架構の論理は，濃美・関東等の大震災の経験か

ら，欧米的科学技術によってそれを補強してきた。即ち，

在未の継手仕口に加えて金物を使った継手仕口を用い，

貫に代って筋違を使っている。（註4）

註4　太田邦夫の紹介によれば，日本の在未構法が取り入れた金
　　物による補強の論理は，主としてドイツ北部で完成されたも
　　のであるといい，その論理がドイツ北部で完成するのは1870
　　年頃というから，日本の近代木造技術は欧州の論理を，完成
　　直後に取り込んだといって良い。
　　但し，1870年以前のヨーロッパの木造技術と，日本の木造技
　　術とを比較すると，それは技術の蓄積からも層の厚さからも
　　大きな相違があった様に思われる。何もかも欧米の方が優れ
　　ていると理解していた時代であるから，この点が見過ごされ
　　ていたとしても止むを得なかったのであろう。

　そこで近世の木造住宅の構法が現代の木造住宅と基本

的に区別される点をあげるとすれば，「主要な構造部材の

結合に金物を使っていない」というのが定説のようであ

る。此の金物とは釘かすがいを除いたボルト類である。

　かつては，「釘を使わない」というのが大工の自慢で

あったように，伝統的構造では釘さえも出来るだけ見せ

ないのが上等な仕事の象徴であった。それに対して現代

の木造建築は，重要な骨組の結合部には補強金物を使う

ことが原則になっている。此の点を明治以前の木造建築

とそれ以後の木造建築とを区別する最も基本的な相違点

とする見方（鈴木嘉吉）は理解がし易い。（註5）

註5　『在来構法と伝統構法のちがいについてはどうか，（中略）
　　鈴木さんは金物を使うか使わないかを一つの目安にしてい
　　るらしいが。』（鈴木嘉吉）：『金物を強制的に使わされた時期
　　だと思う，自主的でなく』　　（日本の伝統的構法の再評価
　　とこれからの木造建築：1982年3月在来構法研究懇談会，日
　　本建築学会）
　又，防水的被覆としては，明治初期の洋風建築の影響

をうけて，金網モルタル塗が登場する様になり，塗装の

下地が竹小舞や“わら”から木擢に代っている。

　即ち，今日の在来構法は明治以後，耐火耐震上の性能

を近代科学の論理によって補強し，機械と新建材の導入

で省力化，プレファブ化を進めて来たものということが

できる。

1－4　在来構法の原形と特徴

　それでは今日の在来構法が伝統的構法から受け継いで

いるものは何か。一つの方法として，今日の在来構法か

ら新建材を取り除き，筋違，金物，モルタル等も取り除

いて，過去の材料，過去の技法に置き替えれば，その原

形を明かにすることができると考えられる。その様にし

て想像してみた原形は，適格な具体的例を示すことは出

来ないが，所謂杜寺建築の様に，太い柱を使うものとは

違い，又，農村民家の様に叉首構造を主体としたもので

もない。

　即ち，間取りとしては約3尺のモデュールによる方眼

のグリッドに沿って壁が配置され，甚だしく大きな広間

がなく，最大10畳程度であるため，柱の太さも殆ど10～12

Cmで納まり，大梁の上に和小屋を乗せて化粧天井をはる。

　束柱等は総て貫がらみで固め，内部の壁は真壁納まり

が原則であり，時に大壁を用い，床は板又は畳を敷き詰

める。仕上げは釘を見せないのが原貝1」で，小まめに“ち

りじゃくり”をとり，又材を選び，それらを組み合わせ

て，そり，狂い等をとめる。

　たたみ，屋根，左官，襖，建具，飾，等には，専門職

があって，簡単な打合せで，それぞれの仕事を個別的に

進めることが出来，現場では短時間で仕事がまとまる様

なシステムが出来ている。

　此の様な形のものが書院造りに湖ることは言う迄もな

いが，その円熟する時期は江戸時代後半か，それよりは

更に下って，明治末，或いは大正ともいわれている。明

治以前の書院造りは，貴族や高級武家，そして一部の高

級商人や豪農の住宅に限られていたと思われるから，そ

れが今日の様に津々浦々の住宅に迄普及するのは，大正

以後で，実は戦後の農地解放以後であろうとも言われて

いる。そうであれば，在来構法が近代化されプレファブ化
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されるのと，その原形が円熟し普及するのとは，同時並

行である可能性もある。

　能，歌舞伎等の古典芸能が明治以後にも，洗練され円

熟してきた様に，伝統的木造技術が，明治以後，増々洗

練され円熟し芸術性を高めたとしても不思議はない。そ

してそれと時を同じくして，その時々の需要に応ずる木

造技術が，労働と資財の需要のバランスの上に乗って現

代化し，変化するのも当然のなりゆきである。

　即ち，現代の在来構法の原形を求める場合にも，此の

併存の現象を無視することはできない。即ち，原点は過

去に逆のぼるとしても，その洗練された形が現代尚次々

と示されているとすれば，その影響もうけることは当然

である。だから，現代の在来構法の仮想上の原形は，必

ずしも過去のもののみとは限らず，洗練され，円熟した

現代の伝統的構法である場合もある。

　即ち，洗練された伝統的構法が増々洗練されるのと，

現代化された伝統的構法が近代技術を取りこむのとが併

存し，相互に影響を与えつつ発展してきたと考えるのが

自然であろう。

　然し，普及円熟という点を除けば，在未構法の原形は

江戸末には完成されており，又，その思想的原形は書院

造りから“すきや”が発生し，和小屋が出現する時期迄

逆のぼることになろう。ここでは木造在来構法の原形を，

和小屋を頂いた，書院或いは数寄屋造りであるという表

現で固定しておくことにする。

　現代の在来構法は，以上述べた原形を近代化し省力化

したものであり，又その部分であるが，実はそれが今日．

の形にまで近代化し省力化出来るものになり，しかも生

産力を蓄えていたことの背景には，その原形にすぐれた

素質があったためと考えられる。

　その原形を，それが存在しうる時代と，地域の中に置

いてみると，次の様な特筆すべき特徴をあげることがで

きる。即ち，

　1．オープン化されたサブシステムの普及，及びその

　　　適度な生産性と高い附加価値

　2．経験の蓄積によって開発された豊富な要素技術

　3．増改築自在のビルディングシステム

である。

　ここに項目を三つ上げたのは，これ以外に特徴がない

という意味ではない。ここにあげた特徴は，プレハブの

対比として見た時の特徴であって，プレハブというク

ローズドなシステムとの対比であることから，第一に

オープンなシステムであることを上げた。次にオープン

である範囲が極めて大きく，それを支える生産組織の層

が極めて厚いことが，多くの要素技術を生む結果となっ

ていることから，その特徴である要素技術を取りあげた。

最後にトータルシステムとしての特徴を具体的に取りあ

げる意味で，他に類例のない増改築自在のシステムを取

りあげた。勿論，これ以外にも重要な特徴が無いわけで

はない。例えば，素人にも設計が出来る平面計画，即ち，

海外の研究者が興昧を持つ，居住者参加のプランニング

システム（註6）（図3）がある。しかし，これは生産面

ではサブシステムがオープン化されていること，そして

技術的には増改築自在のシステムに含まれると考えて，

ここでは省略した。

　以下，この三つの特徴を順次取りあげて述べることと

する。

註6　日本の住宅は居住者参加で平面を計画する（SAR，1965），
　　SARの主張の提案者はハブラーキン（現在MITで半年教
　　鞭をとっている）SARは30㎝をモジュールとしたビルディ
　　ングシステム。建物を設備配管を伴った矩体と居住者参加で
　　造ることの出来る造作とに分けて造るシステム（都市住宅
　　1972年9月　p．8）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

図3　たたみを規準ユニットとして用いながら，家族
自身が平面計画をスケッチしたもの　N．JOHN　HAB－
RAKEN：彼の主張するSARシステムの説明の書き出し
に引用している図。

2．システムズビルディングとしての特徴

2－1　オープン化されたサプシステム

　日本の木造在未構法のすぐれた特質の一つとして筆者

が特に強調したいと考えているのは，生産態勢としての

サブシステムが完備されていることである。（註7）

註7　建築生産に於けるオープンシステムの定義1
　　建築生産の近代的分野では，建物全体を造るシステムをトー
　　タルシステムとしてとらえ，その部分を生産するシステムを
　　サブシステムとしてとらえている。そして特定の建物の部分
　　を生産するのではなく，どの建物にも利用出来るサブシステ
　　ムをオープン化されたサブシステムといい，オープン化され
　　たサブシステムを集めてトータルシステムを構成すること
　　をオープンシステムといっている。（内田祥哉：建築生産の
　　オープンシステム　彰国社：1952）
　即ち，日本の在来構法の中で，畳，建具，襖，和風の・

目透し天井等を造るシステムは，代表的オープンシステ

ムであり，伝統的構法では，屋根，左官，襖，建具，飾，

というサブシステムがある。

　特に建具と障子は二枚或いは四枚を一組にまとめたも

のがあり，既成品として売られているものは，プレファ
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ブ化された現代のオープン部品として，世界的に最も大

きなものの一つである。此の様な既成品が，いっごろか

ら出来ていたかは未だ明らかにされていないが，それが

たとえ，明治以後としても，特筆すべき大型部品であり，

もし江戸時代中期に迄さかのぽるとすれば海外に例をみ

ない大きな部品である。

　木製建具の場合は既成品といっても，現場で多少の寸

法を調節出来るし，田舎間の畳の場合は，部屋の大きさ

と敷く位置によって，寸法が違うから，それぞれの部品

は現場で取ってきた寸法に合せて，長さ，巾を調整して

造る。従って厳密には既成品とは言いがたいといわれる

こともあり，単なるプレハブであるという見方もある。

しかし，建具の場合には部品が約90㎝に，1．8m程度の物

であることを想定して部材が製材されているし，畳の場

合にも，床（とこ）も表も，ほぼ3尺x6尺を単位にし

たものが用意されているのであって，それ以外の寸法の

ものを造るときには，工期も価格も常識の範囲に納まら

ない。従ってこれらは寸法の微調整が可能な既成品とい

は木造在来構法の絶妙な点であって，建築の場合にはど

んなに工場製品の精度が高くても，現場の精度はそれ

程高められないから，近代的工場生産品と現場との調整

は恒に必要なのである。
　以上の点からみると，畳，建具　襖，の如きは，大き

さの大きいことからいっても，又，このインターフェー

スのうまさからいっても，高度に工業化された部品が，

尚，学ぷ可き所の多いオープン部品であるといってよい。

2－2　新陳代謝を支えるサブシステム

　在来構法のサブシステムがすぐれていると考えるもう

一つの点は，それが全国津々浦々に定着していることで，

新築のときだけでなく，修理，補修等を，何時でも気軽

に出来る態勢が整っている点である。

　此の組織は，耐久力の短い部分の新陳代謝を計ること

のできる組織であって，この組織があることによって，

日本の木造在来構法は，常に生き生きとした新鮮さを保

つことができているのである。

　真青な畳，真白な障子という表現が，日本の住生活の

中に染み込んでいることは，これらの手入れが如何に日

常的に行われてきたかをしめすものである。それは，洋

風の住宅で小まめにペンキを塗り変えるのと同じ手法で

あるが，其れを担う職種が成立している点で，技術が高

度であり産業組織への根差し方が一歩深い。

　それは既に述べたサブシステム化と深い係りを持って

いて，屋根，左官，襖，建具，飾という職種は，総て独

立に修理，修繕が可能であって，他の種職との係りはな

く，その部分の耐久性に応じて必要な時期に必要な仕事

が，独立に出未るという意味で，今日いうサブシステム

としての資格を持っている。

　即ち，これらの職種がサブシステム化したことは，一

方で新築の時のプレファブ化を促進しただけでなく，他方

で，耐久力に応じた新陳代謝のメカニズムを支えてきた

ということが出来る。

　この事は，工業化部品の寿命が比較的短いことを考え

ると，今後工業化された部品が増々多くなる傾向の中で，

その取りかえに対して，大いに参考にすべきシステムで

あるということができる。

2－3　“ゆるい規格”による部品の個性化

　サブシステムが扱う部品部材の多くは，既成品である

という意味で，一般的には量産品が多い。今日量産品と

いえば工業的な大量生産部昂が常識になるが，在来構法

の中では，量産品といっても，もっと低い効率の生産手

段によるものが多い。畳表，建具の部材，瓦等，すべて

その例であるが，これらは近代化によって，もっと効率

のよい大量生産に代わる傾向がある。

　しかし，在来構法の扱う部品の中には，それとは別な

指向を持つものもある。例えば，床柱，床桓，欄間格子

等の様に，所謂銘木趣向のもので，これらは，手作りで，

決して同形のものを好まない。それにもかかわらず，既

成品であり，或る意味で規格化された部品である。

　この種の部品がサブシステムの中に持ち込まれるとい

う思想は，近代的システムズビルディングでは見逃され

がちであった。しかし，手作りの工芸品が，市場を獲得

するためには，需要者側の共通な二ーズが必要であり，

それが柔軟な形の規格になって顕れると考えられる。生

産者の側からすれば，一品生産の物は注文生産が原則で

あり，注文も無いのに売れるかどうかわからないものを

生産したりしない。しかし，規格化によって需要がある

ことがわかれば，その規格の枠を目標にして，個性ある

商品が注文なしで作られることになる。

　家具，照明器具等は手造りの既成品を持つ代表的例で

あるが，それらを建物の一部に取り込む様にすると，部

材としてのインターフェースが必要になる。所謂銘木類

は，多少の加工を残しているが，“ゆるい規格の枠”に納

まった規格品ということができる。

　此の様に見て来ると，木造在未構法のサブシステ」ム化，

規格化という指向は，一方で量産化された部品を取り込

み声がら，逆に“ゆるい規格”の枠を目標に，個性ある

手作りの商品を育てて来たということが出来る二

　そして，現代の在来構法の部品を見ると，量産部品は

漸次生産性を高め，中には，壁板や，天井板の様にかな

り高度な生産性の中で量産されるものとなる一方，銘木

類の様に，増々個性化を高め，生産性よりは附加価値を

高める傾向をもつものとがあることがわかる。

　此の傾向は，恐らく今後も続くことであり，設備機器
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の様に生産性を極度に高める方法と，手造りを取り入れ

て附加価値を高める方法とが複雑に絡み合う部品の造り

かたも，あらわれることが予想される。これらは，在来

構法が生み出した優れた知恵の集積である。

3．経験によって完成された要素技術

3－1　豊富な要素技術

　日本の木造在来構法を，一つのビルディングシステム

として見ると，その規模の大きいこと，独特な建築思潮

を造り出していることなどとともに，独創的要素技術が

豊富である。

　規模の大きさについては，日本の全土に普及し，一億

に余る人口に馴染んでいることが他に例がない。又，普

及している面積はそれ程広くないが，南北に長い日本列

島のほぼ全域に汎り，多様な気候風土に馴染むことがで

きるのは，極めて大きな抱擁力とバラエティを持ったシ

ステムであるということが出来る。

　木造在来構法の豊富な要素技術は，この広い範囲の地

域に対応出来るものとして，大勢の人々の生活の知恵に

よって育てられたものである。既によく知られている引

違い建具を初めとして，屋根の引掛桟瓦，木材の継手仕

口に見られる数々の工夫，最近完成された和風の目透し

天井など，過去から現代に至るまで，数々の技術が開発

されている。しかもそれらが全て，公開され，共用され

る形で育てられてきたことは，在来構法ならではの大き

な特徴である。

　日本の木造在来構法が，この様な形で広く普及してい

る背景には，このシステムの基本となった「書院」「すき

や」のシステムの確立と深いかかわりがあることは言う

迄もなく，その建築的システムの背景に，生活に根差し

た思想があったからに他ならない。それは，ある時は銘

木の中に見られる様な，極端に不健全な現象となって顕

れる事もあるが，一般的には，日本人の生活を支える健

全な思想として，在来構法のシステムを支えて来たと考

えている。（註8）

註8　木造在来構法を支える思想を明解に説明することは容易で
　　ないが，茶室には茶の湯という生活構成があり，その背景に
　　独得の思想がある様に（堀口捨己：茶室の思想的背景とその
　　構成）木造在来構法にも日常的生活構成の一要素としてその
　　背景となる思想があると筆者は考えている。
　ここでは，重要でありながら今まで注目されていない

部分に焦点を絞って，構法の要素技術を取り上げること

としたい。

3－2　引き違い建具

　現代日本の在来構法が利用する代表的工業化部品の中

で，最も工業製品らしい大型部品は，アルミニウム製の

引き違いサッシである。これも今日の様に普及すると，

悪い面も．目だち始めているが，日本独得の部品であり，

安いこと，大工の手間を節約出来ること，気密性の高い

こと等によって，今日の需要を開拓した業績は特筆すべ

きものがある。そしてヨーロッバには，まだ目立った影

響はないが，米国では既に住宅用に生産される様になっ

ている。（註9）

註9　KENRON　CORP（イリノイ州）では1966年以前から住宅
　　用に引き違いサッシを製産していた。
　引き違いサッシの原形が，木造在来構法の原形である

書院造りにあることは言う迄もないが，金属サッシの変

遷から見ると，住宅用サッシが引き違いになるのには，

右余曲折があった。

　日本の金属サッシは，当初専ら洋風建築に用いられて

おり，洋風建築には引き違いが使われなかったから，当

初の金属サッシに引き違いはなかった。それが造られる

様になったのは，第二次大戦後であり，住宅ではなく，

オフィスビルであった。

　大々的に使われたので有名なのは，東京都庁舎である

が，それ以前に電話局の窓のための開発がされていた。

それは，シャッターと組合せる時に引き違いが便利で

あったからである。そして本格的に住宅に使われるよう

になったのは，アルミニウムの既成品が出来る様になっ

てからである。

　既成品としての引き違いサッシのオリジナルは，鉄製

の，6Sサッシ（註10）があり，これの寸法に住宅用が

意識されてはいたが，住宅専用というわけではなかった。

註10　6Sサッシは1956年9月日本で初めてのレディメード
　　サッシとして発売されたもので寸法は住宅からきめられた。
　　即ち『当時すでに発表された建設省の標準住宅用32型の木製
　　窓を含めて四囲の窓扉の寸法を逐一書き取り50㎜間隔でヒ
　　ストグラムを作り頻度のピークを求めて規格を見出した』
　　（斉藤祐義：サッシとともに§7，6Sサッシの標準寸法はど
　　うやって決めたか　1971．11月）という。
　今日では，和風の住宅は勿論，洋風の住宅でも，又，

純粋のオフィスビルでも金属性の引き違い建具は，何は

ばかることなく使われる様になった。この全国的普及の

べースは，何といっても住宅であり，それは，住宅のス

トックの大部分を占める木造在来構法であった。従って，

この日本独得と言われる引き違いの金属建具は，右余曲

折があったが，発想も普及も木造在来構法であるといっ

てよい。

　ここに引き違い建具の強烈な生命カを見ることが出来

るとともに，とりもなおさず，引き違いという発想のす

ばらしさを見せつけられるのである。

　此の引き違い建具が平面計画作成の自由性の担保の一

っであることも言う迄もない。

3－3　桟瓦と屋根材の色について

　日本人にとっては何処にでもあって極めて平凡な桟瓦

が，実は日本以外では殆ど見られない。永い歴史のある

－54－



瓦にもかかわらず，海外に例が希れであり，（図4）日本

で発明されたものと伝えられる。

　　　　　　　図4　ヨーロッパの桟瓦

ヨーロッパでは桟瓦を見る事は殆どない，之はストックホ
ルムのスカンセン（民家園）の中の建物に見つけたもので日
本の桟瓦とは発想が異なる様に思う。

　桟瓦は延宝2年（1674）4月8日に西村五郎兵衛正輝

（後に半兵衛と改名）によると伝えているものが多い。

（註11）

註11　桟瓦の発祥については太田博太郎博士の意見が明解である
　　（太田博太郎：『建築史研究』10号1952）
　　それによると，文献は，伊藤忠太博士の引かれた『西村由緒
　　覚書』があるだけで他に全く資料がなく，之が認められてい
　　るが，真偽の程は確められない。しかし18世紀後半には桟瓦
　　が用いられることにより，発明は17世紀半ばと考えてよいと
　　いう。
　　桟瓦の特徴について伊藤博士の引かれた『西村由緒覚書』の
　　一部より
　　　・・此の分にては雨水を防ぐべき術なく面白からずとて早
　　尾大明神へ祈誓をかけ工夫せし所に，寛文11年寅(甲)年正月元朝の

　　霊夢ありがたく肝に銘じ，神力に任せ心を尽して二角を切闘，
　　継合に錆を付けるならば雨水よく流るべしと鍛練すること年
　　を歴て・延宝・寅、甲年4月8日願望成就し，其の瓦を如何申す

　　べし哉名を付けたび玉へと申ければ，江戸にて火除瓦を見て
　　工夫の種となりしかば，只江戸葺瓦と云べき欺と宣へり，是
　　則江戸葺瓦濫膓の作人は此の半兵衛也，
　桟瓦は，関東では『江戸葺瓦』，関西では『簡略瓦』と

呼ばれ，専ら防火の目的で奨励され，本瓦よりは勿論，

桧皮葺や柿葺よりも安かったというから，社寺もこれに

替えるものが出来，諸国にも普及する様になった。桟瓦

の発明の中心は，丸瓦と平瓦を一体化したことと，それ

を平滑に並べるために二角を切り落としたことで，この

点が海外に例をみないようである。又桟瓦の原形は板葺を

瓦に直したものであるといわれている。（図5）

　桟瓦は茅等に比べれば屋根勾配がゆるくできる。そこ

で叉首構造の様に周囲の柱だけに頼るのでは無理なこと

が多く，中の間仕切を支柱に使う必要があり，瓦の菩及

が農家にも和小屋を普及させる要因の一つになったので

あろう。しかし，和小屋の採用はむしろ後に述べる増改

築自在のシステムと密接に関係することになる。

　日本建築の色は，一般に生地を好むと理解されている。

蔓鱗

図5　桟瓦の原始形といわれる瓦
板葺（平板押縁）を瓦で置きかえたものが古いといわれて
いる。之は桟瓦の様に上下に重なることがないので桟瓦と
は言い難いと思う（桂離宮御輿寄せの桟瓦）

然し，瓦に関する眼り，土を生地の色で使った例は近世

極めて少なく，何等かの色をつけるのが普通である。

　所で中国を含めて海外の例を見ると，瓦を生地で使っ

たものはいくらでもある。透水性を防ぐために透明の釉

薬を使う例を含めれば，生地色の例は珍しくない。又，

色をつける場合は極めて多彩で，様々の色が用いられて

いる。

　再び国内を見渡すと，洋風の影響をうけ，又，透水性

を防ぐために，施粕された例はある。だが全国的に見渡

したときに，圧到的多数は銀鼠色である。その色は燥し

て出す場合だけでなく，粕薬でっける場合も銀鼠色が圧

倒的である。

　多彩な選択が出未るはずの瓦の色が，何故にこれ程

迄に一っの系統の色に絞られているのであろうか，生地

の色であるというのなら納得できるのであるが，生地を

避け色を付けているにもかかわらず一つの系統に統一さ

れている所に疑問が残るのである。

　想像を加えることが許されるとすれば，この色こそが

決定版であり，様々の色が，試行錯誤され，この色にま

とまったということも考えられないではない。銀鼠色は

色というには特殊で，無彩色である。むしろ色を連ける

ための染色であり，施粕である。あまたの色が試みられ

たあとで落ち着くとすれば，この色になる可能性は考え

うる。類似の例とは言いがたいが，車の色は次第に黒と

グレーが数を増している。オーディオ器機は少し以前か

らその傾向にある。銀鼠色は，多くの人の色の趣向の協

約項であると考えてよいのかもしれない。

　この様に考えて来ると，新建材といわれる屋根材の色

に，この種の色を欠いているのが不思議である。色を増

せば在庫が増えるという判りきった原則から考えると，

瓦の銀鼠色は一色に絞り，在庫を減らす絶好な知恵なの

ではないだろうか。
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 3－4　継手・仕口

 　日本の木造建築に伝えられる継手・仕口が，多様で精

 巧なことは既によく知られている。

 　しかし，何の目的でこの様に複雑で精巧な継手が発達

 したかについては，十分に明らかにされていなかった。

 　第一の目的が強度を伝えることにあるとは言う迄もな

 いが，強度を伝えるだけでは説明できない点が多く，現

 場組立仕事のしやすさの為と見え懸りに気を配る点が少

 なくない。（註12）

 註12　『在来構法の研究（1）』－木造等の継手仕口について－
 　　内田祥哉他（住宅建築研究所報1981）
 　金輪継ざや，いすか継ぎが，現場の組立を栓一本です

 ませるのは，現場仕事を単純化している良い例であるし，

 寄せ蟻，ひきどっこも現場仕事の手順を考えて工夫され

 たものである。（図6）

 　見え懸りを気にするものには二つの趣向があり，一つ

 は，継手を単純に見せること，もう一つは，継手を目立

 たぬ様にすることである。

 　単純に見せるためには，箱継ぎの様な複雑な部分をか

 くした継手が出現し，又目立たなくする為には，いすか

 継ぎや宮島継ぎの様に見え懸りを斜めにして木目とまぎ

 らせる方法が工夫された。又複雑な目違いを組み合わせ

 るのは接合部の開くのを防ぐ工夫である。

 　明治以来，外国から導入された継手仕口の技術は，専

 ら強度のみに重点があり，金物を使うから化粧材にはな

 らず，複雑で精巧な伝統的継手仕口は主として造作材に

 伝えられる結果となった。

 　今，構造材に使われる伝統的継手仕口は，腰掛蟻継ぎ，

 腰掛鎌継ぎ，追掛大栓継ぎ，金輸継ぎなど，金融公庫の仕

 様書に残るものに隈られる様になった。

 　これらの継手も，加工が複雑であるという理由で，在

 来構法の近代化にとっては一つの足かせとなっていた。

 その意味で，加工は次第に雑になり，かつての精巧さも

 失われがちになっている。

 　しかし，伝統的継手仕口の魅力は，単に技巧的なこと

 ではなく，組立の仕事の簡単さでは，これに勝る工夫の

 ないものも少なくない。又，技巧はともかく，結果とし

 て隙間が開かず，見え懸りを永く美しく保つのに，之に

 勝るもののないものがある。

 　数年前迄は，伝統的継手仕口の手法は，その勝れた特

 徴があるにもかかわらず，現代化が取り残され，忘れ去

 られる運命にあるかに見えた。最近では，機械加工の技

 術が急速に進歩し，見えがくれの部分は機械で置きかえ

 られる様に成りつつある。近い将来，複雑なものに対し

 ても簡便な機械が工夫される時代を期待できるのではな

 いだろうか。又高級な技術としてその価値が再評価され

 るものもでてくるであろう。

 3－5　目透かし天井

 　目透かし天井は竿縁天井に代るもので，在来構法が戦

 後考案し，普及し，定着させた代表的なオープン部品シ

 ステムの一っである。

 　且っては，簡便な天井は竿縁というのが常識であった

 が，現代は，和風の部屋である隈り，目透かし天井以外

 のものを考えるのは，余程特殊な場合になった。

 　それ程に安定した構法となったのには，何といっても

 現場加工の容易さと，合板，つき板という製品の工場生

 産がきめ手であった。

 　このシステムの完成度の高さは，素材のメーカーから

 現場の大工に至る迄，生産・流通のシステムが完成され

 ていることにある。大工が入手する材料は，定尺定巾に

 加工され，目地板も共材で一緒に包装されており，その

 荷姿は，輸送に便利にコンパクトで，しかも荷姿のまま

 で製品の仕上がり具合が見られる様に包装に窓を開ける

 習慣も出来ている。大工は自分で，或いは施主を伴って

 市場で品選びをすることが出来，持ち帰ればプラモデル

 に近い簡便さで組み立てることができる。

 　市場は，全国主要な所にあり，資材は，全国至る所か

 ら供給される。メーカーは何処の市場に出すにも規格が

 殆ど一定であるから，量産して全国に発送することが出

 来る。大きな市場では各地から集まった各種の材料で品

 数の多い商品展示をすることが出来る。

 　目透かし天井は，伝統的構法の中には見られない新し

 い構法で，和風でありながら，伝統を持たない構法であ

 る。伝統のない点では，合板，ボード等の素材と共通で

 あるが，和風の部屋のために加工された完成部品であり，

 部屋単位で商品がまとめられている点で，建築部品とし

 ての完成度が高い。

 　それは在来構法が伝統的構法から受け継いだ規格寸法

 と生産流通のシステムを使って完成させた，新しいオー

 プン部品であって，在来構法が，目透かし天井の様な完

 成度の高いオープン部品を造り出すことが出来る所に，

 伝統的構法から受け継いでいる遺産の底力を見るのであ

 る。

 4．増改築自在のシステム

 4－1　増改築自在の難しき

 　我々日本人にとって木造住宅の増改築は，街の中で日

 常見られる事であり，特に珍しいことではない。しかし，

 それが在来構法以外のものでは，容易でないことについ

 ては，殆ど気付かれていない。

 　法規上（容積率の制限で）増築出来ない場合は別とし

 て，木造在来構法以外の場合の増築は容易でない。特に

 間口を少し増すとか，角を少し広げようという様な小規

 模な増築が難しいのである。建物の角に部屋を付けたし
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A）鎌とその変化 鎌は強度を伝えるもの。
目違いはふせ木の開くのを防ぎ、
のげ継ぎは柾目をまぎらせるため。

D）車知とその応用 鎌のように上から落し込むことの出来
ない時の工夫。
須弥留めは和風継手の傑作の一つ。

両目違い鎌継ぎ

腰掛鎌継ぎ
高欄平桁継手
（慶長補修時〕

胴差での継手

のげ継ぎ 雇い鎌

天井の猿頼竿縁の継手

長押等の継手

須弥留め

B）略鎌とその変化 略鎌は貫の継手に始まるといわれるが、
栓を使った金輪枠継は柱用の代表的例。

E）殺ぎとその変化 歪目とのまぎれを求める工夫。
つき付けは芯で殺ぎ継ぎは持ち出しで
という考えもある。
檀、竿線、押線等の見えがかりに多し。

高欄架木継、応水隼問、1400年頃

甲良宗員『御作事方仕口之図」
享保14年0729年〕より書き起し
長押，左よI〕「のげ継」「いも継」

茅負の継手 富島継ぎ

C）蟻とその変化 蟻は本来T字型の仕口の様に鎌の長さ
のとれない所に使うもの。
柾目の継手の引張り強度は期待出来な
い。

F）留めとその変化

木負の継手

留めは折れ曲る部材の対等感を表現す
る。強度と狂いをとめるために見え懸
り以外の所は留めにしないのが原則。

上端留め　　　　　　　　　　　　箱留め

寄蟻 端蒸 台輸留め
甲良若狭棟利写し
『匠家仕□雛形」享保13年／1728年）
より書き起し、「雛留」

図6　目本の伝統的木造継手仕口（作図源愛日児）
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たいという様な希望は，簡単には出来ない。

　木造の在来構法では，柱を移動することもあるし壁を

移動することもある。梁がかからなければ梁をだかせた

り釣ったりすることもある。そのうえ大部分の屋根，葺

材，下地，束などの殆どが再び使える様になる。

　石造や煉瓦造木造校倉等の組積造の場合には，建物は

耐力壁の上に床を乗せ，屋根をかけるシステムであるか

ら，耐力壁の外部に部屋を造り足すことは容易であって

も，耐力壁を動かし部屋を少々拡大するという様なこと

は容易でない。もし耐力壁を移動させる場合には，他の

部分の屋根，床に及び全面的建て替え工事になる。

　これらのことは，増改築に相当する英語を調べてみて

もわかる。ヨーロッパの建物には，ふるいものが多いか

ら改修に相当する言葉はいくらでもある。Improvement，

Remodeｌing，Rehabilitation，Reforming，Modemiza－

tion，Recρnstruction，Recovering，Restoration，Revita－

ｌising等であるが，これらを見て感じるのは，増築，Enｌa－

rgement，Extention，Amex，Additionという意味が伴

いにくい。つまり英語の中では改修と増築とは別々のこ

とと考えられているようには思えるのである。

　RCの一体式構造の場合，一部を切り除き部分的につ

け足し全体を一体化することのむつかしさは更に大き

い。
　プレハブ住宅の場合も壁構造であることが，多くの場

合，主な阻害要因となっている。だが，その他に屋根に

トラスを用いている点も増改築を面倒にしている要因で

ある。小規模な増築のために起る様々の特殊トラスを用

意することは，商品化された製品にとっては耐え難い事

であり，桁行方向への増築には限界がある。まして対角

線方向への延長は非常に苦手である。

　此の点，日本のユニット形のプレハブ住宅の殆どは鉄

骨造で，壁構造ではなく柱梁構造であるので，小物のユ

ニットを用意して方向に関係ない小規模の増築に応じる

ことの出未るものが多い。しかし，木造の間取つを変え

る時の様に既存の柱を移動させる祥なことは出来ない。

　所で木造の民家の場合にも，芽葺屋根の農家は，増改

築に無限定な自由があったわけではない。それは多くの

場合叉首構造であるためで，叉首がある限り増築には限

界があって，九州のくど造りや北陸の角屋（つのや）は

増築に対する工夫と見ることも出来る。しかしこれらも

無限定でなく限界がある。一般に切妻の場合には妻壁の

方向に増築出来るが，平側では庇を出す以上には発展し

ない。此の事は日本に限らず海外の民家の場合にもそう

である。（図7，8）

　社寺建築の場合には，古い例としては，東大寺三月堂

の増築例が有名である。だが之も自由な増築を続けられ

るシステムとは言えない。

　社寺建築のように，柱梁構造でも母屋，庇，というヒ

エラルキーのはっきりした構造のものでは，やはり四方

に庇を出したあとの発展は，基本的変更なしでは天井

が低くなって考えにくい。又社寺建築の内部空間は，

間仕切壁の少ないものではあるが，太い柱が自然の仕切

りをなしていて，この柱の移動がない限り内蔀空間の構

成を変更することは考えにくい。

　　　　1
’．　　　　　1　　　λ燃　　　手：h

　　汐〆寸1叩：

　　　　　　　　　一→1：

　　a　　甑燃：1〃・

i　　　　b
　　　　　　　　　　　一士・

　　　　　　　C

……姜1…萎盃・・dφ

蟻＿ノ 　、　／レーイ＼
　一」、

　　　　　　　　　　　　5

図7　ヨーロッパの木造民家の屋根と壁の構造の基本形

屋根は叉首或は合掌構造の類系である。
（太田邦夫外：住居における木造架構の比較研究（3）住宅建築

研究所報1982より）
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上位の空間

　　　天

吊杜あ杢商．ミ．．

　　　地1

下位の空間

ミ

骨組構造

骨組構造

A1a㎎　　　　（広場）　　　　T㎝gk㎝an

　　　　図8　東南アジアの木造民家の一例

インドネシア・スラウエシ島サダン・トラジャの住居（茶谷
正洋他：住宅の構法と集落の形態に関する研究，住宅建築
研究所報1980より）

　こう見てくると，増改築，特に小規模な増改築を無限

定に続けられるシステムは、めったに見られるものでな

いことがわかる。それが木造在来構法に限られるかどう

かは別として，木造在来構法には，それが出未ることは

確かである。

　では今日の木造在未構法が増改築自在である秘密は何

なのであろうか。一つには和小屋による屋根の構成であ

り，もう一つは，柱の太さが壁の厚さに納められている

真壁造りの納まりであって，この二つが陸梁によって上

下に分離されているにもかかわらず3尺のモデュールで

ユニット化されていることである。そして最後に，大工

が築く増改築の安全性を全面的に信用するソフトなシス

テムである。

4－2　和小屋寄棟造りの一般性

　では，何故，和小屋が，又木造真壁が，増改築自在の

かぎとなっているのであろうか。

　ここで和小屋というのは，小屋裏にほぼ3尺間隔で束

を立て，それを貫で堅めて母屋をのせ種をかけるもので

屋根面の荷重が略一様になることから屋根の形は自由に

作れるが，基本として寄棟造りが容易に出未るものであ

る。

　寄棟造りは，如何なる平面形に対しても雨仕舞よく屋

根をかけることの出来る一般解で，それに構法的裏付け

を与えるのが和小屋である。

　寄棟造りは，屋根で覆いたい面の外縁線から勾配に応

じた等高線を画く様にして出来る形で，飯塚五郎蔵氏も

指摘するように，如何なる形の平面にも，一般的な手法

で雨仕舞を処理出来る屋根形の一般解である。（図9）も

し平面形が正方形の集合で出来ている場合には，最大限

14種類の特異点について，納ま干）を解決することで，あ

らゆる場合を尽くす事が出未る。従って用意すべき役物

の数もこの範囲で満足されることになる。（図10）

　更に特殊な部品を別に用意すれば，入母屋も出来るし，

切妻も出来る。例えば，棟の延長上に適当な三角錐の形

の屋根を附加すれば入母屋が出来る。この様にして造ら

れる入母屋は破風の位置が自由である為に所謂据え破風

（すえはふ）によって自由な向きに大きな切妻破風を見

せることも出来るから，それを軒先迄出せば切妻屋根と

することも出来る。（図11）

　即ち和小屋は，束の高さによって造り上げる屋根で，

如何様な形も造れるものである。

　従来，和小屋はトラス等に比べ構造が幼稚に見えるた

めに，ややもすると前近代的手法と考えられがちであっ

た。しかしどんなに複雑な平面形に対しても極めて明解

に一般的な解を与えうる意味では，これに勝る構法は無

い。
　例えば和小屋寄棟のシステムは価格の積算が極めて簡

単である。複雑な平面形の場合でも，限られた役物と，

束の長さの変化のみで処理出来るから，価格は複雑さに

かかわりなくほぼ面積に比例する。その一般性はトラス

構造の遠く及ばぬ所である。

　この点は増築の場合にも極めて有効で，建物の平面形

が変っても部材部品は殆ど利用出来，追加する部材も面

積に応じた量を用意すればよい。これは，建物の形が変っ

ても手法を変えないでよい一般性によるものである。
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U　　　　　　　　U、、、

　　　　図9　寄棟屋根の一般性を示した例

飯塚五郎蔵：屋根の形とかけ方1住宅デザインと木構造
p．157丸善1982

図10寄棟造りの特異点

4－3　束立て和小屋の均一性

　屋根が叉首構造である場合には，増築は下屋，庇によっ

て周辺を広げるが，屋根勾配のゆるく出来る瓦，金属板

等を用いても増築には限界がある。

　そこでもっと本格的増築の方法として，ツノヤ（角屋）

がある。（図12）

　ツノヤは，一方向だけでなく，多方向に複数つけるこ

とも可能であるが，これとて，無限定な平面形に応じら

れるものではない、そこで間口を拡げ，或いは更に自由

図11叉首構造から発達した入母屋と和小屋から造ら
れる入母屋

な方向へ建物を拡張しようとすると，叉首構造をやめて

和小屋にかえることになる。（玉置伸伍：福井の住宅（7）；

福井の科学者37号p．32）1983これを棟降ろし，或いは棟

上げと呼んでいる。（註13）

註13玉置伸伍によれば，かや葺から瓦葺にする場合普通“棟お
　　ろし”というが，2階をつけた場合は“棟上げ”と呼ぷこと
　　が多いという。
　これは叉首構造では複雑な平面形への屋根の対応が不

可能なために，叉首を落として和小屋を掛けることを言

うのであって，ここにも複雑な平面に対する和小屋の有

効性の証を見出すことが出来るのである。つい先頃まで，

茅葺屋根を叉首で支えていた農家の伝統的姿が屋根の架

構の変更によって平面計画の近代化を実現する様子は誠

に注目すべき現象である。（図13）

　では，此の様な和小屋は，いつどのようにして発明さ

れたのであろうか。個人の発明であれば，それを何時何

処で誰かと決められるのであろうが，和小屋は言わば日

本建築の歴史の中で得られた知恵の集積であるから，そ

の時期は明確でない。束立ての和小屋が半間というモ

デュールによって整然とした形に完成するのは18世紀を

下ることになるというが，束立ての小屋組みということ

であれば，16世紀頃迄昇ることも可能であるという。（図

14）

　いずれにせよ，和小屋はその名の通り日本独特のもの

であって，極めて単純な発想のものでありながら，その

格子状に組まれた均一性が，格子状に画かれるあらゆる

平面形画への対応を許し，増改築自在のシステムを支え

る重要な技術の一つとなっているのである。
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図12－a　叉首構造の増殖
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伸悟1福井の住宅17福井の科学者37号　p．311983）

図12－b　谷口家住宅

4－4　書院造りの規格格子システム

　造改等自在のシステムを支えるもう一つの要素は在未

構法が伝統的構法から受け継いでいる和風真壁の書院・

すきや造りであるが，ここでいう和風真壁というのは，

柱が約10㎝角で，壁の厚さも柱の太さの範囲に納まり，

壁の始末に柱が酉己置されれば，それが建物に必要な垂直

要素の総てであるというシステムである。

　この和風真壁の特筆すべき性質は，普通の柱梁構造が，

柱のある所に壁を置くシステムであるのに対し，これは，

壁のある所に柱を置くシステムで，その意味では壁構造
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図13－a　近代的生活をするための住居部分を増築す
るために棟上げ（棟おろし）をした例

加藤家住宅　福井市三尾野町　明治2年（1869）建設　昭和

51年（1976年）棟上げ（玉置伸悟の調査による）

睦・’’

　　　　　　　図13－b　加藤家住宅

の考え方に近い。それにもかかわらず，壁構造とは違っ

て，壁は柱を残して取F）除くことが容易であり，柱の配

置が適当な密度であれば，柱を含めて壁を移動すること

も可能である。ここに所謂壁構造の概念とは全く異なる

点がある。

　この様な勝手気儘な振舞は，建物を支える構造として

は許されるべきはずのものではないが，それが許される

背景には，それなりの作法が守られるからである。即ち

その作法というのは，住宅の問取1）に関する限り，部屋

の広さは最大で8～10畳であるということで，それが見

えない束縛となっている。即ち，最も大きな部屋が8～10
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図14和小屋之の変遷
資料集成10集　日本建築学会編より

畳程度であれば，梁を掛けるための対向する壁の距離は

2～2．5間程度であり，その様な条件の下では，柱の太さ

は，芯持材で約10㎝内外で納まる。しかもその条件は，

たとえ間取りを替えそのために壁を移動することがあっ

ても，結果的に違わないものになる，という隠れた仮定

が下敷にされているのである。

　更にこの壁間隔，柱間隔を整然と整理しているのが，

6畳，8畳，10畳という畳割りからくる規格化で，そこ

には約3尺，即ち半間というモデュールが，大きな役割

を果していることは言う迄もない。この約3尺のモ
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図15雁行形の接続二条城二の丸書院（1626年改築）

一つ一つのブロックがはっきりしており，又，部屋の大きさ
が大きいので柱が太く，ここでいう増改等自在の例にはあ
てはまらないが接続方法は自由奔放である。

デュールは，見方によっては京間，田舎間の二っのシス

テムがあり，又その単位の長さも地域毎に多少異なるが，

大極的には生産態勢に見合った一つの体系の下に整理さ

れている。

　従って，壁の移動，柱の移動が行われる場合にも，3

尺のモデュールに定められた位置に移るわけで，無用の

混乱が起きることがない。

　書院造りの発祥は，銀閣寺東球堂（1485年）といわれ

るが，書院造りが今日の様に規格性を持つのは城郭建築

に使われる様になった16Cからで，それは，早く造るため

の組立建築，即ちプレハブ化が進んだ時期からであった。

（註1）しかし，城郭建築の書院造りは一部屋の大きさ

も大きく，従って柱も太く，今日の住宅建築の様に壁厚

に比して柱の存在を無視出未るものばかりではない。（図

15）柱が細くなるのは，書院造りが住宅に普及する様に

なってからである。だがそれも数寄屋の発生の時期を下

ることはないから，間取りに関する限り，少なくとも16

世紀末には思想的下地が出来上がっていたということに

なろう。（註14）その正確な考証は歴史の研究に譲るとし

て，昨年修理を完了した桂離宮の調査は，此の時期に増

改築自在のシステムが現実に存在していた事実を明らか

にしている。

　桂離宮は古書院，中書院，新御殿の三度の工事の区分

と内容が確定されたことによって，最初に完成した古書
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註14初期書院造りの柱間寸法と柱寸法：斉藤英俊（日本建築セミ

　ナー資料1983・11・19）

所在地 名　　称 建立年代 規準 柱太さ
同面取

柱太さ
柱　間 ① ② 同面取

尺 尺 尺 尺 尺

京　都 慈照寺東求堂 文明17
6．5圓 0．38

0．0375

（1485） （10） 一 一

〃 大仙院本堂
永正10

6．5圓 043㈹
0．04

0－46㈱
O．045

（1520） （10，8） （10．2）

〃 黄梅院本堂 天正14 6．3＋
0．63㈹

0．06 0I73 0．07
（1586） 0．63 （10．5） （広縁） ・（10，4）

〃 勧学院客殿 慶長5 6．52噴〕 0．52
0．06

（1600） （8．7） ’ ■

〃 光浄院客殿 慶長6 6．52園 0．5
O，045

（1601） （11．1） 一 ’

東京 護国寺月光殿 慶長頃

京　都 大仙院書院
慶長19 6．3＋

0．4
O．03

（1614） 0．42 （13．3） 一 ’

〃 桂離宮古書院 元和2 6．3＋

（1616）頃 0，4
0．4 糸

一 ■

滋賀 円満院衰殿 元和5 6，5園 0．48㈲
0刀5

O．55㈱
0．06

（1619） （9．6） （9．2）

京　都
二条城二の丸 寛永3 6．3＋

0，98㈲
0．05

御殿大広間 （1626） O．8 （19．6）
O．8 ？

〃
二条城二の丸
御殿白書院

〃 6．5園 O．65 ？
’ ■

〃 本願寺対面所
寛永10

6．5圓 O．82
0．07

0．72
O，06

（1633） （11．7） （12）

〃 竜光院書院 寛永頃
6．3＋

0．42
0．25 O．37＊ O．02

042 （16，8） （18．5）

神奈川 三渓園臨春閣 江戸前期
6．3＋

046 O．441内 糸 0．38外 糸

京　都 吠見稲荷大社
江戸前期 6．53園 0－4㈲

糸十

御　茶　屋 面皮 1 一

大　阪 降井家書院 江戸前期
6．3＋

0．4 04t内 糸 0，381内 糸

京　都 角　　　　屋 江戸中期
6．3＋

04 04 糸 1 ■

（凡例）　噴〕は真々制，その他は畳割制

　　　内法高さは敷居上端より鴨居下端まで
　　　天井高さは敷居上端より天井廻縁下端まで

院の壁の一部が，中書院完成の時期には西北に一間移動

されておつ，接合部の外周の柱も取りのぞかれたり，っ

け加えられたりしていることがわかる。又新御殿増築の

時には，中書院との接合部は，かなつはげしく変更され

ており，又先に完成していた古書院内玄関にも手が加え

られている。即ちグリッドシステムの中で壁と柱を移動

して問取りを替える増改築がされていたことがわかるの

である。（図16）

　又，この三つの工事の段階の問に，「背割｝）」の技術が

（註15）思考錯誤の状態にあったことを示している。こ

の工事に参加した大工棟梁たちは，当時としては最も先

進的技術を獲得し易い立場にあったと考えられるので，

この時代には背割片）については確定した手法がなかった

のであろう。そうであれば此の時代は，書院造｝）にも小

経木の芯持材を利用し始めた時代であったのだろう。

註151982年3月に宮内庁から発表された「桂離宮御殿整備工事

　　梗概」によると，“面皮材は芯持材であるため，乾燥・収縮に

　　よってヒビ害1」れを生じるが，これを防ぐため現在では背割り

　　の技術が用いられている。中書院では当初柱のうち「一の問」

　　違棚東側の柱のみが背割りされていて，他の柱はヒビ割れが

　　生じた材を，そのまま使用していた。これに対し，楽器の問，

　　新御殿では，大部分の当初柱に背害1」りが施されていて，背割

　　り技法の時代的発展がみられる。背割りの技法は，自然に生

　　じたヒビ割れ，あるいは人工的に鋸で引いた害1」れめにクサビ

　　を所々に打ち込み，化粧になる部分は割れめをノミで一定幅

　　に彫りそろえて埋め木をし，野物の場合にはそのままとし，

　　その後に仕口等の加工作業を行っている。

　桂離宮の様に大広問のない書院造りでは，芯持材は小

経木でも強度は強いから，特に太い柱の必要性がなく，

総てが一様な細い柱になり，従って壁の中に柱がなじむ

形となる。そこに小経木を利用した今日の在来構法に近

いすきや風の書院造りによる規格格子システムが，この

時代に実現したのではないだろうか。

4－5　和小屋と書院造りの重ね合せ

　古書院・中書院・新御殿という様な，雁行形の増改築

は規格格子システムだけでは不可能で，それを可能にす

る為には，平面計画に対して柔軟性のある屋根の架構が

持ち込まれねばならない。即ち，この時代，完成に近ず

きつつある和小屋を取｝）込むことが必要であった。

　桂離宮の小屋組構造は，規格化され，整然とした和小

屋ではなく，軒庇の高さもまちまちであり、小屋束の問

隔も一定ではない。然し柱の上に梁を置き小屋束を立ち

並べ屋根を造る手法は，和小屋の一般性を十分に備えた

物であるといってよい。

　即ち，桂離宮の三つの御殿の工事では和小屋と和風真

壁造りのグリッドが，それぞれ未完成の状態で結合し，

何とかして増改築自在のシステムを実現してみせてい

る。（図17）

　所で，桂離宮が今日言う増改築自在のシステムを現実

に実現していても，それでただちに，増改築自在のシス

テムが一般的庶民住宅の中に浸透したとは考えられな

い。

　それは，当時の庶民住宅，特に農村住宅の殆どは屋根

が叉首構造であって，しかも土間床であったといわれて

いるから，和小屋とも，書院造りとも縁ない構造であっ

た。

　しかし今日残されている高級な農村建築の殆どに，床

の問や畳敷きが見られることから，書院造｝）のグリッド

システムは，かな干）早く広い範囲に普及してきている。

それにもかかわらず今日残る茅葺の農村建築のほとんど

は，未だに叉首構造を持っていて，しかも前述（4－3

束立て和小屋の均」1生参照）の様に，無限定な増改築を

するためには，棟降ろしをして和小屋に替えなければな

らないでいるのを見れば，書院造十）の規格格子のシステ

ムは，和小屋寄棟のシステムと合流しなければ増改築自

在は実現しなかったことがわかる。

　この合流が早い時期に実現されている例は城郭建築，

宮廷建築，寺院の塔頭等にあるが，それらの中で大広問

を持つものは柱が太いために，問取りの変更はそれ程自

由でない。（図15）

　しかし，千石以下の武家屋敷は梁問を2問以下にする

制隈も出未た一）して，大部屋は減り小部屋の多い物に

なって初めて，我々の常識の中にある増改築自在のシス

テムが実現することになる。そして，ここ迄来ると三尺
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のグリッドに従った間取りが自由自在に実現し素人にも

図が書ける様になる。（図18）

　即ち，和小屋が書院造りの規格格子システムと合流す

ることによって，屋根から床までが整然と統一された3

尺四方を単位とした正方角柱の集合体としてのシステム

が成立する。これが増改築自在のシステムの構造である。

（図19）
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図18　大熊善太郎邸江戸末　間取りも接続も全く自由
奔放でこれ迄自由になれば素人にも間取りが造れると
いってよいだろう。貴族住宅　太田博太郎　図説日本住
宅史

4－6　棟梁に対する信頼

　増改築自在のシステムを支えるもう一つの要素は，そ

れを建てる大工，棟梁に対する建て主の信頼である。

　増改築自在のシステムは，構造上の主要な部材の移動

も含んでいるから，小規模な増改築といっても架構的に

は基本的な変更であり，所謂可動間仕切の変更とは根本

的に違うものである。

　今日の，一般的順序からいえば，構造計算をし直して，

変更後の耐力を確かめることが必要である。こう考えて

みると，増改築自在のシステムが，例えばRC造や鉄骨

等，木造在来構法以外の構造物で可能であったとしても，

木造在来構法の様に，確認のための届出もせずに行われ

ることはできそうにない。たとえ建築面積上の問題がな

くても，又，どんなに小規模な部分的なものであっても，

耐力上必要な部分に触れる改築である以上，それによっ

て起る構造耐力上の変化に対して，貢任のとれるシステ

ムが必要である。

　大工に任せて，簡単に壁や柱を移動する様なことが，

木造在来構法だけに許されているのは，何といっても増

改築を施工する大工が信頼されているからに他ならな

い。
　我国に限らず，どこの国でも伝統的構法は，必ずしも

近代的な構造強度の検討はされないのは当然なことであ
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ろうが，我々が日常しばしば見る程の増改築が出来てい

ることは，信頼されている大工，棟梁の数が極めて多い

ことを裏付けているものであり，優秀な大工棟梁の層の

厚さを示すものといってよい。この層の厚い大工棟梁が

あるからこそ，木造在来構法の，増改築自在というすば

らしいシステムが生かされているのである。

5．現状の間題点

　これ迄木造在来構法の持つ優れた点を拾い上げて来た

のであるが，これらの点は今まで特に意識されたことが

なく，極めて当然な事として日本の社会の常識の中に溶

け込んでいたものが多い。

　しかし，これらの点が改めて認識されねばならないと

考えるのは，木造在来構法がある意味で危機的状態にあ

り，このまま推移すれば全てが消え去るかもしれないと

思われる季呈だからである。そこで，今は，これらの点を

改めて認識し，もし残すとすれば，何をどの様な形で存

統させるかを考えねばならない時にきている様に思う。

　今日の流動的社会情勢の中で，木造在来構法の将来に

ついて具体的な姿を予想することは極めて困難である。

ここではいくつかの問題点を提起して，本稿のまとめと

したい。

　木造在来構法について多くの人が指摘する第一の点

は，何といっても技能工の老齢化である。図20でも明ら

かな様に，昭和45年と50年の国勢調査を比較すると，大

工人工が着実に老齢化していることが判る。これは老齢

化を防ぐ若年層の補給が皆無に近いことを意味してい

る。

　従来，大工の修業は専ら徒弟制度によっていたのであ

るが，これは言う迄もなく現代の若年層に人気がない。

◇
◇　　　　◇

◇　　　　く〉

◇

◇
◇

図19増改築自在のシステムの構造
（基礎，土台，床下地，床仕上，柱・梁，天井，屋根すべ
てが半間角の平面の集合で組み立てられている。）

・‘．‘．45年
一50年

｛フトフ9〕　。7
（アト14〕

｛6ト69〕

（6ト64〕

〔55－59〕

（5トヌ〕

145－49〕

（4ト仙）

｛3ト39〕

13ト訓〕

｛25－29〕

（2ト24〕

（15－19〕

隼8別竈量大工人口個9”査より）

図20年齢別建築大工人口（国勢調査より）
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図21（月　準則訓練（建築科，左官科）修了生数の推移
　　　（刊　中途退校考率の推移（B）

谷　卓郎：技能訓練における問題点（木造在来構法を考え
る（昭和57年度日本建築学会（東北）建築計画II研究協議
会資料より）

その結果良い人材が得にくく，師匠側からは教え甲斐が

ない，時問が無駄になるという声が聞かれる。（註16）

　それは近代的教育制度の中でも同様であって，労働省

の職業訓練学校でも，有能な若年訓練者を獲得すること

は極めて困難な状況にあるという。（註16）又認定訓練に

あっても修了生数が急激な減少傾向を示し，中途退校者

は暫時増加の傾向にある。（図2！）

註16　谷卓郎（職業訓練教育の現状について）

　　井坪義幸，田中文男，浅野宗一郎（町場の大工仕事について）

　　福井卯三郎，中村外二，森川善一，木村明次郎，（京大工の仕

　　事について）

　　以上「日本の伝統的構法の再評価とこれからの木造建築」1

　在来構法研究懇談会日本建築学会1982年3月よ・り

●大工・工痛店■＾所敷
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・・…　レ”／　＼〆
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　　　　　。〆
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　1　　　　　　　　　　　　　　　　－
　35　　38　　　41　　44　　47　　　50　　53　　56宰

　　　　　図22大エエ務店事業所数の推移

　　　　　　　　　　（総理府統計局資料より）

　これらの情報に加えて，技能工の減少を促進している

のは，棟梁の工務店主化がある。経営に多少の才を持つ

大工棟梁は，工事の一部を担うよ｝）は，工務店主として

工事全体を請負い，大工，左官等を下請に使って仕事を

拡大する方が労少なくて利益が大きいということから，

大工をやめて，工務店主になる傾向がある。（註17）

註17松留慎一郎：木造住宅を支える大工・工務店（これからの

　　　　　木造住宅　丸善1982年）

　これが技術，技能〃）は利益という指向に従って，大

工棟梁の仕事を内部から破壊し，大工棟梁の数を減らす

だけでなく，質の低下に拍車を掛けている。（図22）

　昭和47年，年問生産量180万戸を超える日本の住宅生産

の最大のピークは，生産組織のこの様な形での拡大の結

果として実現されたものであった。それは，生産組織の

柔軟性という形で表現されることもあったが，見方に

よっては水増しした技能による質の低下によって，生産

量を拡大することができたともいえるのである。

　そして，住宅生産が縮少される段階になると，その弱

められた体質が再び強化されることはなく，そのままの

質で単に生産組織の数を減らすことで，事態に対応せざ

るを得なかった。

　これに対して，プレハブは，住宅生産の最大ピークの

場合にも思った程の販売量の拡大は出未ず，10％の限界

を低迷していたのであるが，体質は徐々に強化され，質

に対する信用を確保するにいたって，其の漸増の傾向は

住宅生産全体が減少する中でも衰えることがない。これ

を在未構法と比較すれば，相対的に逆転の傾向に向かう

のは必然の様に見える。（図23）

　在来構法の立場に立てば，質の面でも生産態勢の面で
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図23住宅生産供給の現状

も，次第にプレハブに追いつかれ追い越されて，既に手

の届かぬ物になった部分ができつつある。

　日本の木造在来構法の図面は，矩計りと，みとり図が

あれば，あとは大工が現場で手板に現寸を書いて造れる

物であった。明治以後の学校教育の中では，格別木造在

来構法のことは取り入れられていなかったが，設計者が

みとり図を書けば仕事は進み，又，詳細図を書きたけれ

ば，大工に教わればよく，間違った図面を書いても大工

がそれを直してくれるというのが実情であった。

　しかし最近は，“間違った詳細図があれば大工はその通

り造るし，詳細図がないと，大工は仕事を進められない。

（宮脇檀1日本建築学会，在来構法懇談会1981年）とい

うのが実情である。学校では教えられない，大工は識っ

ていない，という情況では，木造在来構法の将来に希望

を持つことが出未るであろうか。

　大工には後継者がいない。物を識っている大工は老齢

化し，気の利いた大工は工務店の経営者になって大工仕

事をしない。学校教育では大工が識っていた様な実際的

な知識や技能は教えない，ということであれば，日本の

木造在来構法の技術は一体誰が継承するのであろうか。

　今日，木造在未構法の建設は，衰え始めたといっても，

未だ60万戸／年を超え，全住宅生産の半数を占めている。

（註18）この巨大な量の建設の技術レベルを支えている

のは，専ら住宅金融公庫の仕様で，言わば，この仕様だ
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　　　けが，設計者も大工も知らない場合の，最低の技術と質

　　　を保証しているといってよい。

　　　註18　次年度は50％を切ることも予想されている。

　　　　しかし，公庫の仕様は最低の保証であるから，社会全

　　　体，あるいは日本の木造建築のすべてがこの仕様に頼り

　　　切る様になると，問題がある。

　　　　当初に述べた様に，日本の伝統的木造建築は多様で

　　　あって，木造在来構法は，現代の住宅という一つの切り

　　　口にすぎない。日本の現代の木造建築を，この切り口の

　　　みが全てとするのであれば，問題点は絞られるであろう

　　　が，伝統的構法を含め，又，住宅という範囲を超えて一

　　　般的建築に迄拡大しようとすると，現代の木造建築は

　　　様々な形で問題が顕在することになる。

　　　　例えば，江戸時代の民家の様に，数百年を超える歴史

　　　のある技術でも，金融公庫の仕様で縛られれば実現出来

　　　ない。市場の金物は公庫の仕様に示された金物のみで，

　　　太い部材用のものを入手するには特別の準備が必要であ

　　　る。又，金物を用いない継手仕口も，公庫の仕様にある

　　　もの以外は造れない大工が多い。

　　　　既にくり返し述べた様に日本の伝統的木造建築は多彩

　　　であるし，社寺建築と町屋，農家等とでは，構法の考え

　　　方に基本的相違がある。従って，これらの全てを金融公

　　　庫の仕様に頼るのは無理なのである。

　　　　在来構法は，現代の構法であるから，現代の技術に対

　　　しても十分に解放的で無ければならない。既に述べた様

　　　に，新建材，一新工具が取り込まれ，これがプレハブに対

　　　して現在迄の競争力を蓄えてきたのであるが，それは又

　　　新しい未解決の問題を持ち込むことになる。

　　　　“ツーバイフォー”との関係で急速に普及しつっある

　　　断熱性能もその一っであり，結露の問題を将来解決する

　　　必要がある。

　　　　結露の問題は，室内外の温度差によって生ずることが

　　　いわれて以来，防水層を設けて気温の異なる空気が接触

　　　しない様にする構法が有効とされた時代もあったが，完

　　　全に密閉することの難しさから，最近では通気によって

　　　結露を防ぐのが有効とされる様になっている。そこで問

　　　題点は，断熱と通気という一見矛盾した命題の解決を考

　　　える方向に移された。

　　　　防火性能についても，耐火材による通気の遮断が，壁

　　体の内部結露を導くことは，既に指摘されていたことで

　　　あり，これも通気と遮断という矛盾した問題の解決を迫

　　　られている。特に，煙の遮断迄を考慮すると問題解決の

　　　困難さは，断熱以上に難しい場合もある。

　　　最近の耐火性能に対する新しい考えかたは，太い木材

　　　を使う方向で新しい可能性が求められているので，既成

　　　の概念にとらわれない解決が考えられねばならない。

　　　最後に，継手仕口は，今や金物に頼る傾向であるが，

　　　現場組立の簡便さと，仕上げ材としての見えがかりの良

さからは，依然として伝統的手法が優れている場合があ

る。だが，それを加工技術という面から見ると，能率の

点で，非現代的であるという見方もある。

　継手については，ルーター等を初めとする精巧な木工

機械の進歩によって，面倒で高度な技能を要する継手仕

口も，今ではどうにか機械で工作出来る様になった。そ

こで予想外に早く，継手加工の近代化の目安が付くのか

もしれない。もしこれらの機械が簡便になり一般化し精

巧になると，木造在来構法は，ここでも新たな脱皮が可

能になるであろう。

　生産態勢の混乱という点については，畳み，建具，飾，

経師等之までの完備していたサブシステムの内，瓦を除

く殆どのサブシステムが減退，或いは変質し，混乱して

いる。藤沢好一他の調査によると，（註19）ニュータウン

といわれるあたりには，これら伝統的サブシステムが不

足している一方で，古い市街地では逆に仕事が少なく

なっている。

註19藤沢好一他：在未木造住宅の生産・供給組織に関する調査
　　研究，（住宅・土地問題研究論文集第6回）

　以上の様な伝統的サブシステムの混乱とは別に，新し

い部品，貝口ち台所，風呂場等，設備，衛生関係の高度工

業化部品に対するサブシステムは，まだ，全く発展途上

にあるといってよい。即ち，今あるサブシステムは，会

社毎の施工態勢が多く，所謂，地域に根ざしたオープン

なサブシステムが完成される段階にない。この問題は，

高度工業化部品のめまぐるしい程の技術開発にもその貢

任があって，生産態勢を安定させる段階に至っていない

のが主要な原因であるから，いますぐにサブシステムの

完成を問うのは無理で，今後しばらく問題点として抱え

込むことになろう。
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6．む　す　び

　日本の木造在来構法は，先に定義した様に，日本の伝

統的構法を現代化したものであって，言わば，工業化さ

れた伝統的構法ということも出来る。（1－2参照）ここ

で言う工業化の中には，言う迄もなく，プレハブ化も入

れてよいのであるが，日本の伝統的構法そのものの中に，

既にプレハブという考えかたが多く浸透しているので，

プレハブ化だけではなく，広く工業化といった方が伝統

的構法と区別しやすいと考える。又，在来構法をあえて

プレハブと言わないのは筆者の考えではなく，外来構法，

或いは，伝統的母体のない構法に対してのみプレハブと

いう語を用いている現代日本語の習慣に従ったためであ

る。本稿は，このわかりにくい事情に立ちいって，在来

構法という名前を現代化された伝統構法という形で位置

付けることが一つの狙いであった。

　在来構法には数々の優れた特徴をあげることができる

のであるが，中でも増改築自在というシステムは古今東

西に例のないビルディングシステムであると考え，特に

重点を置き詳しく述べた。又その成立の根拠が，書院造

つだけでは不可能であり，和小屋との合体が必要であっ

たことを指摘するのを，本稿の中心的な部分とした。即

ち在来構法は床，壁，天井，屋根が一貫した半間四方の

単位の集合で出来ており，その単位を自由に組み合せら

れることが，素人にも作れる平面計画の根拠を成し，増

改築自在を実現させていると指摘した。

　しかし，このシステムを支えて未た様々のサブシステ

ムは，今や混乱期に入っているといってよく，その意味

で，この優れた特徴を持つ在未構法の前途は多難である。

その解決策を明解にするのには，やがて期の熟する時が

あると思われるので，ここでは問題を列挙することに

よって今後の問題への橋渡しとした。

　在来構法は，既に数十年前の様な底しれぬ活力は持ち

合せていない。そこで，在来構法が受け継いで未た優れ

た素質は，これを十分に認識して，今後の日本住宅に継

承しなければなるまい。
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